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＜連絡事項＞
・深夜業務の発注はBユニットの看護ですので忘れずに。また排泄回数、血糖測定の入力忘れも
あるので漏れのないようにお願いします。

＜入室状況＞
【移動】
・川端　定吉様～東病棟Cユニット4号室→東病棟Bユニット2号室。

【転出】
・高原　廣司様～東病棟Cユニット4号室東病棟Dユニット207号室へ転出

・東野　愛様～東病棟Bユニット1号室西病棟Aユニット41号室に転出

・柳町　聡美様～東病棟Dユニット20号室西病棟Aユニット47号室に転出

【転入】
・泉　沙耶様～西病棟Bユニット30号室東病棟Bユニット1号室へ転入

＜患者様情報＞
・工藤　孝雄様～明日家族面談16：00～実施予定（特診）

・滝澤　幸輝様～点滴1本処方となる。

・上山　博一様～急性胆管炎疑いにて絶食、ラクテック1000ml点滴開始。内服は経管から継続。
　　　　　　　　タゾピぺ1日3回開始となっている。悪化するようであれば他科受診検討。
 


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時被害的な言動や私物に関しての話し掛けなく穏やか。不穏さなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～身体拘束中。各食介助で全量摂取。口腔内ため込みあり。拘束部位の循環障害、皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。大声で特定スタッフ名のコール頻回。粗暴行為に謝罪しているが表面的。拘束部位の循環障害、皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜皮膚科Dr.診察情報＞
・工藤 孝雄様～①肛囲～臀部　発赤のみ　びらん（-）→エキザルベ塗布
②両下腿～足背　特変無し　同前処置

・三浦 郁子様～①仙骨部～背部の潰瘍　特変無し同前処置
②両下腿～足の表皮剥離、潰瘍小局面にはテラマイシン軟膏+ガーゼ
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・上山 博一様～特変無し。同前処置。

・滝澤 幸輝様～特変無し。同前処置。

・大塚 勇人様～両足に発赤、落屑両白癬趾　テルビナフィンクリーム処方。

・安達　貴弘様～①特変無し②耳囲著明に軽快①、②は同前処置　③右第一趾口発赤（圧迫、摩擦を避けて経過観察）

・古積 幸太様～頭部、躰幹に痒みあり躰幹の皮疹特変無し　頭部の発赤、落屑、漸次軽快同前処置。

・小川　松男様～後頭部15×15㎝の瘢痕（色素脱失）中央部に5×4㎝の潰瘍、分泌液（+）
[bookmark: _GoBack]（小児期のやけどによるものという→患者ゲーベンクリーム+ガーゼ（一日一回交換）

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年6月16日　14：42
　氏　　名：庭田　久美子様（にわた　くみこ）様
　生年月日：昭和51年3月3日(50歳)
　病　　名：身体表現性障害、パーソナリティ障害
　性　　別：女性
　主 治 医：小柳Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　H28衝突事故に遭い、事故後よりフラッシュバックや過覚醒、不眠などの
　症状出現。同年4月より八戸赤十字病院　精神科での治療を開始。H30年
　にも再度追突事故に遭い同様の症状再燃も経て治療継続。R5年10月に交通
　事故に遭い、頚椎捻挫し不安増強も認め同年11月より治療再開。R6年10月、
　正中弓状靭帯圧迫症候群診断にて節理術施行。その後胃痛にて消化器内科
　の受診が続き、10月23日同科入院。入院後も医療・看護要求が強く精神科
　の介入も行われているが、要求がエスカレートし28日自宅退院。退院後も
　服薬コンプライアンス不良で家族対応困難となり、R6年12月17日当院診察
　の結果、医療保護入院となる。入院後本人の家族に対する操作的訴えがあ
　り、R6年12月20日兄様より、治療環境に対する不信感の訴えと退院希望強
　くあり、診察にて同日当院退院。数日は穏やかに過ごしていたが、12月22
　日より落ち着かず、操作的言動・要求を繰り返し同月23日再入院希望あり、
　R6年12月24日医療保護入院となる。内服薬に関する依存的傾向や操作性、
　身体疼痛への固執は持続しており、不調や疼痛訴え時は頓服薬にて対応し
　ていたが、本人・兄様より他科受診希望あり。同年6月11日市民病院受診す
　るも異常所見なし。以後も本人の疼痛が一向に改善しない現状を見て兄様
　より自宅退院希望あり。また退院後、麻酔科（ペインクリニック）での薬
　剤調整・治療の希望され、R7年8月15日退院となる。
　　精神科通院は八戸赤十字病院にて継続していたが、R8年4月に再び腹痛を
　訴えるようになり、同月22日、29日自身で救急要請している。対応している
　母が疲弊しており、本人も入院加療の希望あり、令和8年6月16日　当院へ
　3回目の入院となる。
